
いちごドリルプリント

古墳時代プリント 名前

問1 「大陸の王朝の力を利用して国づくりをはじめた」とされる5世紀の倭の王について、当時の国際情勢と外交方針を述べた文として正しいものは

どれですか。 （2017年 長野県公立入試 類似）

1. 倭の王は南朝へ朝貢し、朝鮮半島

南部における立場を有利にするため

の承認を求めた

2. 聖徳太子が遣隋使を派遣し、中国

の皇帝と対等な外交関係を築くこと

を目指した

3. 元（モンゴル帝国）の侵攻に備え

るため、高麗と協力して大陸の情報

を収集した

4. 足利義満が明の皇帝から「日本国

王」の称号を得て、勘合貿易を開始

した

問2 熊本県に位置する前方後円墳である江田船山古墳からは、金象嵌（きんぞうがん）で文字が刻まれた鉄刀が出土しています。この鉄刀に「ワカ

タケル大王」の名が刻まれていたことは、当時の日本におけるどのような政治的状況を証明するものとして重要視されていますか。 （2022年

福島県公立入試 類似）

1. ヤマト王権の勢力が、九州地方に

まで及んでいたこと

2. 九州地方に、近畿地方とは異なる

独立した強力な国家が存在したこと

3. 大陸から伝わった仏教が、九州地

方で最初期に受容されたこと

4. 縄文時代の交易ルートが、九州か

ら関東までつながっていたこと

問3 3世紀ごろの中国大陸の情勢と、当時の日本との関わりについて述べた文として、内容が正しいものを一つ選びなさい。 （2016年 和歌山公立入試 類似）

1. 魏・呉・蜀の三つの国が分立して

争っており、邪馬台国の卑弥呼はそ

のうちの魏に使いを送った。

2. 秦の王が初めて中国を統一して始

皇帝と名乗り、日本を含む周辺地域

に大規模な軍隊を派遣した。

3. 隋が南北に分裂していた中国を統

一した時期であり、聖徳太子が小野

妹子を派遣して交流を深めた。

4. 唐が周辺諸国を従える強大な帝国

を築いており、日本からは律令制度

を学ぶために遣唐使が送られた。

問4 巨大な前方後円墳が各地で盛んに造られていた古墳時代の5世紀ごろ、ヤマト王権の王たちは、自らの地位を国際的に認めさせるために中国の王

朝へ使節を送りました。このとき、倭の五王が朝鮮半島での軍事的な指揮権などを認めてもらうために交渉を行った相手は、当時の中国のどの

勢力ですか。 （2024年 栃木公立入試 類似）

1. 中国の南朝 2. 唐 3. 隋 4. 漢

問5 埼玉県の稲荷山古墳から出土した、表面に「獲加多支鹵大王（ワカタケル大王）」という文字が金色の象嵌で刻まれた遺物について、その名称

として正しいものを選んでください。 （2021年 大阪公立入試 類似）

1. 鉄剣 2. 銅鏡 3. 埴輪 4. 金印

問6 4世紀から5世紀にかけて、朝鮮半島などから日本列島へ移り住み、漢字や儒教、さらには須恵器の製作技術や鉄器の製造といった高度な文化や

技術を伝えた人々を何と呼びますか。 （2021年 千葉県公立入試 類似）

1. 渡来人 2. 防人 3. 遣唐使 4. 部民

問7 4世紀から7世紀頃、大陸から日本列島へ移住した人々が大和政権の成長や社会の発展に与えた影響として、最も適切な説明はどれですか。

（2026年 山形公立入試 類似）

1. 須恵器の製作技術や漢字、仏教な

どを伝え、政権の組織づくりや文化

の発展に大きく貢献した。

2. 稲作の技術を初めて日本に伝え、

狩猟や採集を中心とした社会から定

住社会への転換を促した。

3. 遣隋使や遣唐使として大陸に派遣

され、最新の政治制度を学んで帰国

した後に律令国家の建設を主導した

。

4. 九州沿岸の警備にあたる防人とし

て任命され、大陸からの侵攻を防ぐ

軍事的な役割を専門に担った。

問8 5世紀に「倭の五王」が中国の南朝へ繰り返し使者を送り、朝貢を行った背景や目的についての説明として、最も適切なものを選択してください

。 （2024年 三重公立入試 類似）

1. 中国の皇帝から称号を授かること

で、国内の豪族に対する統治の正当

性を高め、朝鮮半島南部における軍

事的な立場を有利にするため。

2. 冠位十二階や憲法十七条などの新

しい制度を導入するため、先進的な

政治体制を直接学ぶ官僚を派遣する

必要があったため。

3. 白村江の戦いでの敗北を受け、唐

や新羅による日本侵攻を防ぐために

、中国との友好関係を急いで構築す

る必要があったため。

4. 日本独自の元号を定めるにあたり

、中国の皇帝から許可を得ることで

、東アジアにおける地位を確立しよ

うとしたため。

問9 5世紀頃、大陸から日本へ移住した人々によって伝えられた技術のうち、それまでの赤褐色の土器とは異なり、穴窯を用いて高温で焼かれた硬い

灰色の土器を何と呼びますか。 （2021年 島根公立入試 類似）

1. 縄文土器 2. 弥生土器 3. 須恵器 4. 土師器

問10 3世紀後半から4世紀にかけての日本列島の歴史において、大規模な古墳の築造が始まった時期の政治状況を説明した文として、最も適切なもの

はどれか。 （2025年 秋田公立入試 類似）

1. 近畿地方の有力な豪族を中心とし

た、複数の勢力による政治連合が形

成された。

2. 朝鮮半島から移住した渡来人が、

最新の鉄器技術を背景に単独の王朝

を打ち立てた。

3. 各地の小国が対等な立場で同盟を

結び、銅鐸を共有する祭祀によって

平和を保った。

4. 『魏志』倭人伝に記されているよ

うに、九州地方を中心とした女王に

よる統治が続いた。

問11 埼玉県にある稲荷山古墳から「ワカタケル大王」の名が刻まれた金錯銘鉄剣が出土した一方で、熊本県にある江田船山古墳からも同様に大王の

名が記された鉄刀が見つかっています。これらの発見から推測される、5世紀後半における大和政権の状況として最も適切なものはどれですか。

（2017年 大阪公立入試 類似）

1. 大和政権の支配力が、九州から関

東までの広い範囲に及んでいた。

2. 大和政権の本拠地が、近畿地方か

ら関東地方へ移転した。

3. 九州地方と関東地方の豪族が連合

して、大和政権に対抗していた。

4. 朝鮮半島から伝わった鉄器の製造

技術が、関東地方でのみ独占されて

いた。

問12 古墳時代の前期において、同じ鋳型（いがた）で作られた「三角縁神獣鏡」などの銅鏡が、遠く離れた各地の有力者の古墳から共通して発見さ

れています。このような現象は、当時の日本（倭）におけるどのような政治的状況を物語っていますか。 （2016年 富山県公立入試 類似）

1. 大和政権が、支配下に入った各地

の有力者に対して支配や同盟の証と

して鏡を配付した状況

2. 大陸の王朝が日本全土を直接統治

しており、各地の役所に同じ規格の

鏡を配布した状況

3. 日本各地の村々が独自に大陸と貿

易を行い、流行していた同じデザイ

ンの鏡を輸入した状況

4. 仏教が伝来したことで、全国の有

力者が同じ教義を信じ、同じ意匠の

鏡を自ら作成した状況



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 1

倭の王は南朝へ朝貢し、朝鮮半島南部におけ

る立場を有利にするための承認を求めた

5世紀の倭の王たちは、中国の南朝に使いを送り、皇帝から「安東大将軍」などの称号を授か

りました。これは中国の国際秩序の中に組み込まれることで、朝鮮半島南部での自国の影響力

を正当化し、他の諸国との交渉を有利に進める狙いがありました。他の選択肢は、飛鳥時代、

鎌倉時代、室町時代の出来事です。

問2 答え 1

ヤマト王権の勢力が、九州地方にまで及んで

いたこと

5世紀後半のものとされる江田船山古墳の鉄刀には「ワカタケル大王（雄略天皇）」の名が刻

まれており、これはヤマト王権（大和政権）の支配力が九州地方にまで浸透していたことを示

す決定的な証拠となっています。同様の銘文を持つ鉄剣が埼玉県の稲荷山古墳からも出土して

いるため、当時の王権が関東から九州までの広範囲を統治下に置いていたことがわかります。

問3 答え 1

魏・呉・蜀の三つの国が分立して争っており

、邪馬台国の卑弥呼はそのうちの魏に使いを

送った。

中国の歴史書『魏志』倭人伝には、3世紀の中国が魏・呉・蜀の三国に分かれて争っていたこ

と、そして日本の卑弥呼が魏の皇帝から称号を授かったことが記されています。他の選択肢に

ある秦による統一は紀元前3世紀、隋による統一は6世紀末、唐との交流は7世紀以降の出来事

であり、時期が異なります。

問4 答え 1

中国の南朝

古墳時代の5世紀、ヤマト王権（倭国）の「讃・珍・済・興・武」という5人の王（倭の五王）

は、当時の中国で南側に成立していた「南朝」の諸王朝（宋など）へ使節を送りました。これ

は、中国の皇帝から称号を得ることで、国内での支配権を固めるとともに、朝鮮半島における

政治的・軍事的な立場を他国に対して有利に進める狙いがありました。

問5 答え 1

鉄剣

稲荷山古墳から出土したこの鉄剣には、115文字に及ぶ漢字が刻まれており、当時の政治状況

や文字の使用状況を知る一級の史料となっています。刻まれた「獲加多支鹵大王」は、日本書

紀や古事記に登場する雄略天皇を指すと考えられています。

問6 答え 1

渡来人

朝鮮半島における戦乱や政治的変動を背景に、日本列島へ移り住んだ人々を指します。彼らが

もたらした漢字は記録手段として、儒教は政治理念として、また須恵器や鉄器の製作技術は人

々の生活や軍事力を向上させる大きな力となりました。ヤマト王権はこれらの人々を組織に組

み込むことで、国家の基盤を固めていきました。

問7 答え 1

須恵器の製作技術や漢字、仏教などを伝え、

政権の組織づくりや文化の発展に大きく貢献

した。

移住した人々は、須恵器の製作、金属器の加工、養蚕、織物といった実用的な技術だけでなく

、漢字や仏教、儒教といった学問や宗教も伝えました。これらの知識や技術は、大和政権が国

内を統治するための公文書作成や、国家としての権威を高めるための寺院建築などに活用され

、古代日本の国家形成において不可欠な役割を果たしました。なお、稲作の伝来は弥生時代、

防人の制度は7世紀後半の白村江の戦い以降に本格化したものです。

問8 答え 1

中国の皇帝から称号を授かることで、国内の

豪族に対する統治の正当性を高め、朝鮮半島

南部における軍事的な立場を有利にするため

。

ヤマト王権の王たちは、中国の皇帝から「安東大将軍」などの高い称号を得ることで、日本国

内における絶対的な権威を確立しようとしました。また、当時の朝鮮半島では高句麗や新羅、

百済が対立しており、その中での軍事的な優位性を国際的に承認させる狙いもありました。

問9 答え 3

須恵器

渡来人は日常生活に密着した技術も多く伝播させました。それまで日本で作られていた土器よ

りも高い温度で焼成する技術や、ろくろを使用する技法が伝わったことで、より実用的で耐久

性の高い器が生産されるようになりました。

問1

0

答え 1

近畿地方の有力な豪族を中心とした、複数の

勢力による政治連合が形成された。

3世紀後半から4世紀ごろになると、近畿地方の有力な豪族たちが中心となり、各地の勢力を結

びつけた政治的な連合体が成立しました。これが大和政権（ヤマト王権）であり、その成立と

発展は、各地に共通の形式を持つ巨大な古墳が築かれるようになったことからも裏付けられま

す。弥生時代の小国が乱立し、争いを繰り返していた段階から、より広範な地域を統括する仕

組みへと移行した重要な時期といえます。

問1

1

答え 1

大和政権の支配力が、九州から関東までの広

い範囲に及んでいた。

関東（埼玉県・稲荷山古墳）と九州（熊本県・江田船山古墳）という遠く離れた地域の双方か

ら、大和政権の王であるワカタケル大王の名を記した遺物が見つかったことは、当時の政権の

政治的影響力が日本列島の広範な地域に及んでいたことを証明する重要な歴史的事実です。

問1

2

答え 1

大和政権が、支配下に入った各地の有力者に

対して支配や同盟の証として鏡を配付した状

況

同じ型から作られた鏡が広範囲で見つかることは、中央の大和政権が中国から入手、あるいは

国内で製造した鏡を、自らの権威を認めた地方の有力者に分け与えたことを示唆しています。

これにより、大和政権を中心とした政治的な連合や支配体制が、近畿地方から遠隔地へと広が

っていった背景を読み取ることができます。


